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大和マイクロファイナンス・ファンド 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

大和マイクロファイナンス・ファンド

 

第16期 運用報告書（全体版） 
 

（決算日 2019年２月25日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「大和マイクロファイナンス・

ファンド」は、このたび、第16期の決

算を行いましたので、期中の運用状況

をご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜ります

よう、お願い申し上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／海外／資産複合 
（課税上は株式投資信託として取扱われます。） 

信託期間 2011年３月１日から2021年２月23日 

運用方針 
信託財産の着実な成長と安定した収益の確保
を目指して運用を行います。 

主要投資 
対 象 

大和マイクロファイナンス・ 
ファンド 

世界のマイクロファイナ
ンス関連の債券等を主要
投資対象とする外国投資
証券「ＤＷＭマイクロ
ファイナンスファンドＪ
－クラスＪ」と、主に円建
て短期公社債およびコ
マーシャル・ペーパーな
どに投資する親投資信託
「東京海上マネーマザー
ファンド」の受益証券を
主要投資対象とします。 

 
ＤＷＭマイクロファイナンス 
ファンドＪ－クラスＪ 

マイクロファイナンス分
野の事業環境整備に貢献
し、新興国や途上国の経済
発展を重視する国際開発
機関の発行する債券（国際
機関債）、世界（主に新興
国や途上国）のマイクロ
ファイナンス機関（MFI）
のローン債権、社債やCD
（譲渡性預金証書）等を主
要投資対象とします。 

 
東京海上 
マネーマザーファンド 

内外の公社債およびコ
マーシャル・ペーパーを
主要投資対象とします。 

投資制限 

大和マイクロファイナンス・ 
ファンド 

・株式への直接投資は行
いません。 

・外貨建資産への実質投
資割合には制限を設け
ません。 

・投資信託証券への投資
割合には制限を設けま
せん。 

 
ＤＷＭマイクロファイナンス 
ファンドＪ－クラスＪ 

国際機関債の投資割合に
は制限を設けません。 

 
東京海上 
マネーマザーファンド 

・株式への投資は行いま
せん。 

・外貨建資産への投資
は、円貨で約定し円貨
で決済するもの（為替
リスクの生じないも
の）に限ります。 

分配方針 

毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を
含めた配当等収益および売買益（評価益を含み
ます。）等から、基準価額の水準、市況動向等
を勘案して分配を行う方針です。ただし、分配
対象額が少額の場合等には、収益分配を行わな
いことがあります。収益の分配に充当せず、信
託財産内に留保した利益については、運用の基
本方針に基づいて運用を行います。  
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

 
原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

12期(2017年２月23日) 9,338 180 12.4 0.0 98.5 2,887 

13期(2017年８月23日) 9,234 130 0.3 0.0 98.4 2,570 

14期(2018年２月23日) 9,099 130 △ 0.1 0.0 98.9 2,271 

15期(2018年８月23日) 8,621 130 △ 3.8 0.0 98.5 1,946 

16期(2019年２月25日) 8,758 130 3.1 0.0 98.7 1,834 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2018年８月23日 8,621 － 0.0 98.5 

８月末 8,644 0.3 0.0 98.9 

９月末 8,761 1.6 0.0 98.4 

10月末 8,640 0.2 0.0 99.3 

11月末 8,864 2.8 0.0 98.8 

12月末 8,634 0.2 0.0 98.7 

2019年１月末 8,739 1.4 0.0 100.0 

(期  末)     

2019年２月25日 8,888 3.1 0.0 98.7 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

 

当ファンドにベンチマークはなく、また当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数もないため、ベンチマーク、参考指数を記載

していません。 
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

○運用経過 (2018年８月24日～2019年２月25日) 

■期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2018年８月23日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・国際開発機関等が発行する債券（以下、国際機関債等）からの利息収入 

・MFI（マイクロファイナンス機関）の短期金融商品からの利息収入 
・日本円に対して、ブラジル・レアル、タイ・バーツ、インドネシア・ルピアなどが上昇したこと 
 

マイナス要因 

・日本円に対して、コロンビア・ペソ、メキシコ・ペソ、インド・ルピーなどが下落したこと 

 

■投資環境 
【マイクロファイナンス市場の概況】 

当期の投資環境は、米中間の貿易摩擦などを巡って緊張感が続くなか、欧米の金融政策の方向性に関心が集まりました。

米国は、2018年９月のFOMC（米連邦公開市場委員会）で政策金利を0.25％引き上げましたが、その後、利上げペースを緩や
かにすると発表しました。期末にかけては、柔軟に金融政策の舵取りを行うと表明し、利上げについてもより慎重な姿勢を
示したため、多くの新興国通貨は対円で上昇しました。原油価格については、期初に米国のイランに対する経済制裁の影響

等で１バレル＝80米ドルを超えましたが、その後、米中間の貿易摩擦や、欧州および中国の経済指標の悪化から世界的な景
気減速懸念が台頭し、原油価格は大幅に下落しました。期末にかけては、米中通商交渉の進展期待等から景気減速懸念が後
退し、原油価格は１バレル＝65米ドルの水準まで戻す展開となりました。  
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

新興国のマイクロファイナンス市場における主な出来事は以下の通りです。 

現在、１日当たり１米ドル90セント未満で生活する極貧人口は、世界人口の９％程度と言われています。30年前は、当時

の世界人口の１/３超にあたる19億人が極貧状態だったことを考えると、貧困の減少ペースは過去に例のない速さです。近

年、貧困問題の解決手段として注目されているマイクロファイナンスも1970年代から始まり、貧困の減少に寄与してきました。 

しかし、ビル＆メリンダ・ゲイツ財団が発表した新しい報告書（“Goalkeepers”）は、この減少ペースが停滞する可能性

があると指摘しました。この数十年間に、中国とインドだけで７億５千万人が極貧状態から抜け出すことができましたが、

これからの課題はアフリカ大陸のサハラ以南です。この地域の貧困削減ペースは他の地域に比べて遅いため、2050年にはこ

の地域の極貧層の人口が他の地域を大きく上回ることになるとしています。特にコンゴ共和国とナイジェリアの二国には、

世界の極貧人口の半数が集まることになると予測されています。 

国連がSDGs（持続可能な開発目標）として設定した17のグローバル目標のひとつに、2030年までにあらゆる形態の貧困を

解消しようというものがあります。しかし、今回のサハラ以南の貧困の見通しを考えると、世界人口に対する極貧人口の割

合を０％まで減らすには、マイクロファイナンスなどを通じたより集中的な取り組みが必要と考えられます。 

 

【現地通貨建て国際機関債等の市場環境】 

EIB（欧州投資銀行）やKFW（ドイツ復興金融公庫）が発行するメキシコ・ペソ建ての債券の価格が上昇しました。一方、

IFC（国際金融公社）の発行するブラジル・レアル建ての債券やIBRD（国際復興開発銀行）の発行するロシア・ルーブル建

ての債券の価格が下落しました。 

 

【為替市況】 

当期はブラジル・レアル、タイ・バーツ、インドネシア・ルピアなどが対円で上昇した一方、コロンビア・ペソ、メキシ

コ・ペソ、インド・ルピーなどが対円で下落しました。 

 

■ポートフォリオについて 
＜大和マイクロファイナンス・ファンド＞ 

「ＤＷＭマイクロファイナンスファンドＪ－クラスＪ」（以下、外国投資信託証券）および「東京海上マネーマザーファン

ド」（以下、親投資信託）を主要投資対象とし、外国投資信託証券の組入比率を高位に維持しました。 

当ファンドの基準価額（税引前分配金再投資）は、外国投資信託証券の値動きを反映し、3.1％上昇しました。 

 

＜外国投資信託証券＞ 

当期末現在、４つのMFIの短期金融商品と５つの国際開発機関等の発行する債券を組み入れています。通貨については、

米ドルおよび９つの新興国通貨に分散投資しています。これまで組み入れてきた南アフリカ・ランド建て国際機関債等が当

期末に満期を迎えたことで、当期末時点で南アフリカ・ランドの組み入れはありません。南アフリカの政治状況、債務負担、

国際格付機関による格付けの引き下げ等の懸念材料が多いため、南アフリカ・ランド建ての国際機関債等の組み入れは控え

ています。MFI向け融資債権や短期金融商品については信用リスク、流動性リスクおよびMFIの事業環境等を慎重に見ながら

投資しました。 

MFIについては、満期を迎えたコロンビアのMFI「Banco WWB」のコロンビア・ペソ建てCD（譲渡性預金証書）等、カンボ

ジアのMFI「Sathapana Bank」のタイ・バーツ建てCD等および「LOLC（Cambodia） Plc.」のカンボジア・リエル建て途中換

金型短期融資、ペルーのMFI「Financiera Confianza」のペルー・ソル建てCD等への再投資を行いました。 

国際機関債等については、金利水準が相対的に高いインド・ルピーおよびインドネシア・ルピア建ての国際機関債等の組

入比率を高くしました。また、流動性確保を目的として一部の銘柄の売買を行いました。 

以上の運用の結果、基準価額（分配金再投資）は3.7％上昇しました。 
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

【組入銘柄の概要（2019年１月末現在）】 

資産構成 保有債券等の通貨別上位５通貨 

 
 

組入上位５銘柄（MFI向けローン債権、CD等） 

 
 

組入上位５銘柄（国際機関等が発行する債券） 

  
（注） 比率は、「ＤＷＭマイクロファイナンスファンドＪ－クラスＪ」の純資産総額に占める割合です。 

（注） 短期金融資産などは、組入有価証券以外のものです。 

（注） 「国際機関等が発行する債券」には国債等も含みます。 

（注） 「保有債券等の通貨別上位５通貨」にはローン債権、CD等も含みます。 

（注） 「ＤＷＭマイクロファイナンスファンドＪ－クラスＪ」の運用会社であるＤＷＭアセット・マネジメント社からの情報に基づき、東京

海上アセットマネジメントが作成しています。 

（注） 基準価額算定の基準で記載しています。 

 

＜親投資信託＞ 

元本の安全性と流動性を重視して政府保証債や地方債を中心とする円建て公社債に投資し、プラスの収益の確保に努め

ました。その結果、基準価額はおおむね横ばいで推移しました。 

 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けていません。 

また、当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる参考指数もないため、記載する事項はありません。 
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

■分配金 
当ファンドの収益分配方針に基づき、基準価額の水準や市況動向などを勘案して、次表の通りとしました。なお、収益分

配に充てなかった収益については信託財産内に留保し、当ファンドの運用方針に基づいて運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第16期 

2018年８月24日～ 
2019年２月25日 

当期分配金 130  

(対基準価額比率) 1.463％ 

 当期の収益 130  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 928  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針  

＜大和マイクロファイナンス・ファンド＞ 

外国投資信託証券および親投資信託を主要投資対象とし、外国投資信託証券の組入比率を高位に保ちます。 

 

＜外国投資信託証券＞ 

世界経済の成長は2019年以降も持続すると考えます。IMF（国際通貨基金）が2019年１月に発表した世界経済見通しによ

ると、世界経済は2019年が年率3.5％、2020年が年率3.6％の成長率で拡大すると予測されています。また、新興国経済は2019

年が年率4.5％、2020年が年率4.9％の成長率で拡大すると予測されており、新興国が先進国を上回る経済成長となることが

見込まれています。 

新興国市場における投資環境は、国ごとの個別要因が大きいことから、投資対象国の選別をより重視していかなければな

らないと考えます。しかし、マクロ経済上のリスクは、米中通商交渉に起因する世界的な景気減速懸念や投資家心理に影響

を及ぼす各国固有の問題などであり、MFIは借り手顧客の収入源が地元経済に密接に結びついているため、グローバル市場

の変動や不透明感からの影響は相対的に小さく、今後も比較的良好なパフォーマンスを示すとみています。 

以上のような投資環境のもと、今後も継続的に信用リスクや流動性リスク、MFIの事業環境などを慎重に見極め、投資を

行う方針です。 

 

＜親投資信託＞ 

国内の短期金利は、日銀が当面は緩和的な政策を継続するとの見方から、マイナス水準にとどまると予想しています。 

このような環境下、政府保証債や地方債を中心とする円建て公社債およびコマーシャル・ペーパーを主要投資対象として

運用することにより、プラスの収益の確保もしくはマイナス幅を極力最小化するように努める方針です。 
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

○１万口当たりの費用明細 (2018年８月24日～2019年２月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 49  0.567  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (19)  (0.223)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (29)  (0.330)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.014)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 0   0.005   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.005)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 49   0.572    

期中の平均基準価額は、8,713円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注） その他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く｡）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
 

 

○売買及び取引の状況 (2018年８月24日～2019年２月25日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 
   千口 千円 千口 千円  
外  国 
(邦貨建) 

ルクセンブルグ ＤＷＭマイクロファイナンスファンドＪ-クラスＪ － － 164,949 140,000  
 

（注） 金額は受渡代金です。 

 

投資信託証券 
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

○利害関係人との取引状況等 (2018年８月24日～2019年２月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2019年２月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

ＤＷＭマイクロファイナンスファンドＪ-クラスＪ 2,290,874 2,125,925 1,811,501 98.7 

合 計 2,290,874 2,125,925 1,811,501 98.7 
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

東京海上マネーマザーファンド 992 992 1,003 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年２月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資証券 1,811,501 96.6 

東京海上マネーマザーファンド 1,003 0.1 

コール・ローン等、その他 61,807 3.3 

投資信託財産総額 1,874,311 100.0 
 
 
 

 

親投資信託残高 
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年２月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,874,311,074   

 コール・ローン等 61,806,250   

 投資証券(評価額) 1,811,501,152   

 東京海上マネーマザーファンド(評価額) 1,003,672   

(B) 負債 39,382,975   

 未払収益分配金 27,236,854   

 未払解約金 1,319,372   

 未払信託報酬 10,722,585   

 未払利息 148   

 その他未払費用 104,016   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,834,928,099   

 元本 2,095,142,671   

 次期繰越損益金 △  260,214,572   

(D) 受益権総口数 2,095,142,671口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,758円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は2,257,601,508円、期中追加設定元本
額は3,426,768円、期中一部解約元本額は165,885,605円です。 

（注） 上記表中の次期繰越損益金が△表示の場合は、当該金額が投資
信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額

（元本の欠損）となります。 
（注） 上記表中の１万口当たり基準価額が、投資信託財産の計算に関

する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資
産の額となります。 

○損益の状況 (2018年８月24日～2019年２月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 34,012,861   

 受取配当金 34,022,550   

 受取利息 47   

 支払利息 △      9,736   

(B) 有価証券売買損益 32,708,003   

 売買益 34,044,121   

 売買損 △  1,336,118   

(C) 信託報酬等 △ 10,826,601   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 55,894,263   

(E) 前期繰越損益金 △286,520,034   

(F) 追加信託差損益金 △  2,351,947   

 (配当等相当額) (    7,833,121)  

 (売買損益相当額) (△ 10,185,068)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △232,977,718   

(H) 収益分配金 △ 27,236,854   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △260,214,572   

 追加信託差損益金 △  2,351,947   

 (配当等相当額) (    7,833,121)  

 (売買損益相当額) (△ 10,185,068)  

 分配準備積立金 186,759,532   

 繰越損益金 △444,622,157   
 

（注） (B)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含みます。
（注） (C)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 
（注） (F)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした

価額から元本を差し引いた差額分です。 
（注）分配金の計算過程は以下の通りです。 

項 目 当 期 

a. 配当等収益(費用控除後) 28,495,637円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 0円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 7,833,121円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 185,500,749円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 221,829,507円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 1,058円 

g. 分配金 27,236,854円 

h. 分配金(１万口当たり) 130円 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 130円 
 

（注） 分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、分配金は全額普通分配金となります。 
（注） 分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、

下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 
（注） 分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合は、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 
（注） 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2019年２月25日現在) 

＜東京海上マネーマザーファンド＞ 
 下記は、東京海上マネーマザーファンド全体(10,668千口)の内容です。 

 

(Ａ)国内(邦貨建)公社債 種類別開示 

区 分 

当 期 末 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 
うちＢＢ格以下 
組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％  

地方債証券 
8,000 8,007 74.2 － － － 74.2  

(8,000) (8,007) (74.2) (－) (－) (－) (74.2) 

合 計 
8,000 8,007 74.2 － － － 74.2  

(8,000) (8,007) (74.2) (－) (－) (－) (74.2) 
 

（注） ( )内は非上場債で内書きです。 

（注） 組入比率は、このファンドが組み入れている親投資信託の純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注） 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

(Ｂ)国内(邦貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘 柄 
当 期 末 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償 還 年 月 日 
地方債証券 ％ 千円 千円  
第324回大阪府公募公債（10年） 1.64 5,000 5,007 2019/３/29 
第39回川崎市公募公債（５年） 0.209 3,000 3,000 2019/３/20 

合 計  8,000 8,007  
 

（注） 株式、新株予約権証券および株式の性質を有するオプション証券等の組み入れはありません。 

 

国内公社債 
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